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1．Glia細胞の分類―その現段階

組織学用語41）で神経膠［ラテン語：Neuroglia］の名で一括されているもの

は、その所在が中枢神経内にかぎられるものと末梢神経内にかぎられるも

のとに大別され、前者は中枢性膠細胞［Gliocytus centralis］、後者は末梢性

膠細胞［Gliocytus periphericus］と呼ばれている。

中枢性膠細胞はさらに細分され、星状膠細胞［Astrocyticus］、希突起膠細

胞［Oligodendrocyticus］、小膠細胞［Microglia］の3者と脳室壁を覆う上衣細

胞［Ependymocytus］にわけられている。これに対して、末梢性膠細胞は神

経 節 膠 細 胞［ Gliocytus periphericus ganglii］と 鞘 細 胞［ Schwann］

［Neurolemmocytus］および終末膠細胞［Gliocytus terminalis］とに区別され

ている。

これらのなかで通常“グリア細胞”と呼びならされているのは、星状膠細

胞と希突起膠細胞および小膠細胞の3者で、数的にも圧倒的に多数である。

これらはそれぞれの細胞体からでる突起の形態の違いによって、

形質性星状膠細胞［Astrocytus protoplasmaticus］

線維性星状膠細胞［Astrocytus fibrosus］ 大膠細胞（マクログリア）

希突起膠細胞［Oligodendrocytus］

小膠細胞［Microglia］ 小膠細胞（ミクログリア）

に分類されているが、前3者の細胞体、ことに核が大きいことから大膠細胞

（マクログリア、macroglia）として一括され、それよりも小型のミクログリ

ア（microglia）と対比される場合が多い。

機能的には、星状膠細胞（astrocyte）は中枢神経系内のいわば結合組織の

役をはたす一方で、血管とニューロン（neuron、神経細胞）との間に介在し

歴史的序論
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て物質代謝に関与する。脳内に病変が生じた際には増殖・肥大してglia線維

を増加させ、その修復に寄与する。希突起膠細胞の主な機能はニューロン

の軸索の周囲に髄鞘を形成することであるが、末梢神経の鞘細胞（Schwann）

と軌を一にするほかに、ニューロンの衛星細胞（satellite cell）として物質代

謝にも参加すると考えられている。これに対して、microgliaは脳に病巣を

生じた場合に目立つ存在で、食細胞能および食血球能を発揮して病的産物

の清掃にあたることから、中枢神経系内細網内皮系と考える人もいる。

発生学的にはmacrogliaはニューロンと同じく外胚葉性で、発生初期の神

経管の上衣細胞から分化したもの（図1）27）であるが、microgliaの場合は外

胚葉に由来するとみなす神経膠細胞1元論と、血管壁すなわち中胚葉性に起

源を求める2元論とがあって、鋭く対立している。このことは、本書のなか

でも見られる通りである。

上衣細胞は脳室壁を覆うといっても場所によってその性状を異にする。

大部分は円柱上衣細胞［Epedymocytus columnaris］であるが、脈絡叢の脳室

面を覆う腺細胞様に分化したものは脈絡叢上衣細胞［Ependymocytus chori-

oideus］、線毛の顕著なものを線毛上衣細胞［Epedymocytus ciliatus］、脳の

特定の場所、例えば視床下部などで軟膜直下まで伸びる長い尾のような突

起をもつものを有尾上衣細胞［Epedymocytus taeniatus、tanycytes］などと呼

んで区別する24）。また、いろいろな動物で特異的に発達している脳室周囲器

官、例えば魚類の血管嚢、脊椎動物に広く見られる交連下器官なども上衣

細胞の分化したものである。

以上が今日ニューログリア（以下glia細胞と記）の形態および機能につい

て知られていることの大綱12、13、25、31、32、34、43～46、54、58、65）であるが、これら

の知識がこのように整理されるまでには、これらを検索する技術の変遷を

からめてけっして平坦なものではなかった。その歴史的経過については、

主としてその形態学的側面と血液脳関門との関係からその大筋をたどって

みることにしよう。

2．Glia細胞認識の史的展望―形態学的側面

Glia細胞を最初に認識し、これに名を与えたのはドイツの病理学者R.

Virchowであった。彼は1846年（わが国の弘化3年）、36歳の一精神病患者の

脳を剖検した際、脳室が拡張していないにもかかわらずおびただしい量の

明るい液（serum）がこれを満たし、脳室壁は側脳室から第三脳室、第四脳

室さらには脊髄にいたるまで“微細な小水胞状肉芽”（fein blaschenartige

Granulationen）で覆われていることを見出した。この所見をもとに“脳室壁

の肉芽様外観について；Über das granulierte Ansehen der Wandungen der

Gehirnventrikel”と題して論文を発表した66）。このなかで彼は、脳室の内壁

について「上記の高まり（脳室壁を覆う肉芽様のものを指す）は上衣のもの
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と同じ結合物質（Bindesub-

stanz）からなるが、これはよ

り硬く、より密でかつより粘

性があるので、その顕微鏡像

はよりはっきりと線維性に見

え、そのなかにも稀に核が検

出される」と述べている。つ

まり、脳室を覆っている上衣

と同質のもので、細胞核と線

維からなる組織の存在するこ

とを示唆したものと見てよか

ろう。

それから10年後の1856年

に、Virchow は彼の論文集

“Gesammerte Abhandlungen

zur wissenschaftlichen Medi-

zin”67）のなかで次のように述

べている。「私の研究によれ

ば、上衣は単に上皮だけからなるのではなく、本質的には上皮に覆われた

結合組織層からなっている。この結合組織は脳、脊髄および高度の感覚器

官において、神経要素をそのなかに埋め込む一種の接着剤（ニューログリア）

（Kitt（Neuroglia））を形成している。この物質は脳室に対して密になり、最終

的には神経線維の表面により強靭なへり（縁）としてくっきりと浮かび上が

る。これはとりわけ血管の周囲で通常まず密になり、さらに封じ込まれて

いる細胞要素も初めて鮮明になる。こうした見解はそれ以来専門の研究者

たちによって正しいことが立証されたので、私は最終的にこの重要な問題

を愉快ならざる議論の対象とすることがなくなるだろうと望んでいる。今

や上衣がクモ膜あるいは軟膜の続きかどうかということを論議する必要は

ない。実際、それはこれらの膜のうちのいずれの続きでもなく、単にglia細

胞の自由な部分にすぎないのである」。

“愉快ならざる議論”というのは、Virchowが病理学者として炎症の概念

をめぐってHenleらと対立していたことを指す。彼の立場からすると、炎症

は「純粋な上皮組織では起こらず、その発生には結合組織性の間質を必要」

としていたのである。それにしても、まだ得体の知れなかったglia細胞が

“血管の周囲で密である”とか“神経線維の表面に強靭な縁をつくる”という

表現は今日の像と照らしあわせるとなかなか興味深い表現である。

それから2年後の1858年、Virchowは2月から4月にかけて臨床家たちを

対象に20回の講義を行い、これをもとに有名な“Cellularpathologie”68）を出
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図1 14mmヒト胎児脊髄の上衣細胞
長い突起を軟膜下まで伸ばしている．Golgi染色．
（Lenhossék 189527）による）


